
No.1 平成 29年度 ｢地域子育て活動支援事業｣ 実施の内容 

団 体 名 特定非営利活動法人ａｃｃｏｍｍｏｎ 

事 業 名 発達障がい児を抱える保護者の子育てを支援する勉強会開催事業 

実 施 期 間 平成 29年 4月～平成 30年 3月 

事 業 実 績 

【発達障害に関連した勉強会の開催】 

・4月 9日ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「ｻﾎﾟｰﾄﾌﾞｯｸを作ろう」ｱｲｰﾅ 参加 8名 

・5月 17日「発達が気になるこの就学支援について」ﾌﾟﾗｻﾞｵﾃﾞｯﾃ 参加 14名 

 講師：五安城正人氏（岩手県教育委員会事務局） 

・6月 8日「ﾍﾟｱﾚﾝﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ入門（紫波さぷり）」ｱｲｰﾅ 参加 11名 

・7月 8日「親子で学ぶ認知機能強化ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ」ふれあいランド岩手 参加 56名 

 講師：松田均氏（いわてこどもｹｱｾﾝﾀｰ） 

・8月 30日「発達が気になるこの成長と関わり方について」ｱｲｰﾅ 参加 16名 

 講師：奥野雅子（岩手大学） 

・9月 20日「発達障害に関連する福祉制度について」ｱｲｰﾅ 参加 21名 

 講師：岩手県障がい保健福祉課職員 

・10月 25日「通信制高校めぐり 2017」杜陵高校、第一学院高校 参加 12名 

・11月 8日「DXな日々」映画上映会 ふれあいランド岩手 参加 58名 

・1月 27日ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「子どもと繋がるために必要なこと」ふれあいランド岩手 

 講師：吉田仰希氏（盛岡みたけ支援学校） 参加 20名 

・2月 8日「ﾍﾟｱﾚﾝﾄﾄﾚｰﾆﾝｸﾞﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ講座（紫波サプリ）ｱｲｰﾅ 参加 6名 

・3月 7日ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「受診ｻﾎﾟｰﾄ手帳を作ろう」ｱｲｰﾅ 参加 24名 

 

実 施 効 果 

自 己 評 価 

 

【事業効果】 

①特別勉強会「親子で学ぶ認知機能強化ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ（「ｺｸﾞﾄﾚ」）では、特別支援に関わる教

職員たちが親子の間に自然に入り、家庭での導入のきっかけになるだけではなく、教

育や療育の現場のイメージにつながった。 

②県内の他団体、医療・福祉・教育関係者の参加が増えたことにより、情報が多く寄せ

られるようになった。法人のHPの閲覧が多くなった。 

 

【自己評価】 

①初年度より主体的に関わる会員が増えたため、計画を実行しやすくなった。 

保護者・当事者・支援者が程よいバランスで参加することができるようになり、当事者 

や保護者が意見や思いをどんどん発言するようになった。 

②保護者が主催する会だからこそ、保護者や当事者が参加しやすい場を作っていくこと

が大切だと感じた。自主運営できるよう計画しつつも、そういう場をつくることを基

本としていかなければならない。 

 

 

 


